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八月 はじめの 朝、 わたしが 赤 坂へ たずねて ゆく と、 

半 七 老人 は 縁側に 薄縁 をし いて、 新聞 を 読んで いた。 

狭い 庭に は ゆうべの 雨の あとが 乾かないで、 白と 薄 

むらさきと 柿色と を まぜ 栽え にした 朝顔 ふた 鉢と、 ま 

だ 葉の 伸びない 雁 来 紅の 一 と 鉢と が、 つい 鼻 さきに 生 

き 生きと 美しく 湿れて いた。 

「ゆうべ は 強い 雷でした ね。 あなた は 雷が お嫌い だと 

いうから お 察し 申して いました よ。 小さくな つてい ま 

した かい」 と 半 七 老人 は 笑って いた。 「しかし 昔に く 



らべ ると、 近来 は 雷が 鳴ら なくなり ましたね。 だんだ 

んと 東京 近所 も 開けて くるせ いでしょう。 昔 はよ く 雷 

の 鳴った もんです よ。 どうかす ると、 毎日の ように 夕 

だち が 降つ て、 そのたん びに き つ とごろ ごろび かりと 

i« ラ じょ ラ 

来 るんで すから、 雷の 嫌いな 人間 はまった く 往生で 

した。 それに、 この頃 は 昔の ような 夕立が 滅多に 降リ 

ません。 このごろの 夕立 は、 空の 色が だんだんに おか 

しくな つて、 もう 降る だろうと 用心して いると ころへ 

降って くるの が 多い ので、 いよいよ 大粒が ばらばら 落 

こいつと. S 

ちて くるまでに は 小一 時ぐ らいの 猶予 はあります。 昔 

の 夕立 はそう でない のが 多い。 今まで 焼けつ くように 



ちょう 

へと 伝えられ たが、 町役人た ち も それ を 疑わなかった。 

雷獣の ゆくえ は 勿論 わからな か つ た。 

にしち にち 

お 朝の 二七日 は 七月 七日で あつたが、 その 日 は あた 

かも 七夕の 夜に あたる というので、 六日の 逮夜に 尾 張 

屋の 主人 喜 左 衛門は 親類 共と 寺まい りに 行った。 重吉 

とち 

も 一緒に 行った。 かれはお 朝と 運命 を倶 にすべく して 

無事に 助かった 幸運の 男であった。 参詣が すんで、 七 

ッ (午後 四時) 過ぎに 寺 を 出る 頃から、 空の 色が 俄か 

にあ やしく 黒ずんで 来たので、 この 町内へ はいる 頃 か 

ら 大粒の 雨が ばらばらと 落ちて 来た。 あわてて 店へ 逃 

げ 込む 途端に、 大きい 稲妻が 一 つ 光った。 つづいて 雷 



雷 はこの 近所へ 二、 三 力 所 も 落ちたら しかった。 人々 

は 自分た ちの 部屋に 閉じ籠って、 蚊帳の なかに 小さく 

なって いずれも 生きた 心地 もなか つ た。 

雷雨 は五ッ (午後 八 時) 過ぎに ようやく 止んだ。 そ 

れで 人々 も ほっと 息をついて、 しめ 切った 雨戸な ど を 

明け はじめる と、 さらに 又 思い も よらない 椿事の 

出来して いるのに 驚かされた。 先度と おなじ 蔵の ま 

えに、 かの 重吉が 死んで いるので あった。 かれの 顔 や 

手先 は 所嫌わずに 搔き むしられ ていた。 

かれ も 雷獣に 襲われたら しかった。 今度 は 尾 張屋に 

落雷し なかった が、 近所に 落ちた 雷獣が ここへ 飛び込 
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三 河屋は 夫婦と もに 揃ってい るが、 これ も 近所で は 

うち 

評判の いい 家で あると 庄太は 云った。 殊に この 家 は 尾 

張屋 よりも 身代が 大きい ので、 妹娘に は 婿 を 取って 分 

家させる 害に なって いるので あるから、 果たして 素直 

に 尾 張屋へ くれる かどう だか 判らない とのこと であつ 

た。 

「そうか」 と、 半 七 はうな ずいた。 「じゃあ、 三 河屋へ 

手 をつ ける にも 及ぶ めえ。 すぐに 尾張屋 のおかん とい 

う 女 を 引き 挙げろ」 

「尾 張屋の 女中 を 引き あげる のです かえ」 



無事に 帰される 害が ねえ じ やねえ か」 

おかん は 泣き伏して しまった。 

雷獣 事件 はこれ で 解決した。 

万事が 半 七の 鑑定 通りであった。 重吉 はおかん と 夫 

婦 約束 をして いながら、 さらに 尾張屋 のお 朝と も 親し 

くな つた。 それ を 知って、 おかん は 火の ように 怒って、 

恋の かたきのお 朝 を 殺して しまう とまで 狂い 立つ の を、 

重吉は ひそかに 宥めて いるう ちに、 お 朝 はいつ か 妊娠 

したら しいので、 重吉 はいよ いよ 困った。 その 秘密 を 

まむ- づ ち 

また 知って、 おかん は 嫉妬の 焰を いよいよ 燃した。 



しかばね 

おかん は 憎い 二人の 屍 のうえ に 心中の 浮 名 を 立た せ 
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たくなかった。 彼女 は それすら も 妬ましかった ので、 

そこらに 落ちて いる 鼠捕り 粉の 袋 を 手早く 隠して し 

まった。 それから 家内の 人々 を 呼んで、 この 恐ろしい 

出来事 を 報告した。 

雷に 撃 たれた 二人が この 時 どうして そこにい たかと 

いう ことが、 まず 問題と されなければ ならな か つ たが、 

奥の 便所へ 通う に は 蔵の 前 を 通らなければ ならない よ 

うに 出来て いるので、 お 朝が ここに 倒れて いたの は 便 

所へ 行く 途中であった らしく 思われた。 重吉は 蔵の な 

かへ 何 か 取り出しに 行った ので あろうと 想像され た。 



とぐ ろ をまい てい るんで すから、 よほど 変って います _ 

そこで、 通りが かりの 人が 始めは 一人 立ち、 ふたり 立 

ち、 又 それ を 聞きった えて 近所の 屋敷 ゃ町屋 から も だ 

ん だん 見物人が 出て 来たので、 その 蛇の まわりに は忽 

ち 二三 十 人 も 集まつ たんです が、 ただ それ を 取りまい 

て 見物して いるば かり、 どうす る 者 もありません でし 

た。 

『そのと ぐろ のなかに は 玉が ある』 

こんな こと を 云う 者 も ありました。 たくさんの 蛇が 

うず 高く 盛り あが つ て 大き い 輪 を つくって いるの は 蛇 

こしきと かいって、 その なかには、 珍ら しい 玉が かく 



仲 町 通りの あき 屋敷の 門前、 丁度 かの 蛇が とぐ ろ を ま 

あけがた 

いていた あたりに 一人の 娘が 倒れて いるの を、 暁 方に 

なって 見つけ 出した ので、 近所で はまた 大騒ぎに なり 

ました。 しかも その 娘 は 一昨 ii の ゆう 方、 そこで 蛇の 

とぐ ろの なかへ 手 を 突 つ 込んだ 武家 娘に 相違な いとい 

うので、 騒ぎ はいよ いよ 大きくな りました。 娘 は 刃物 

で 左の 胸と 右の 脇腹 を 突かれて、 血 まぶれ になって 死 

んで いる。 それだけ でも 随分 大騒ぎに なりそう なと こ 

ろへ、 おまけに 例の 一件が 絡んで いるんで すから、 み 

んな 不思議が るの も 無理はありません。 

こうなる と、 いよいよ 捨てて は 置かれ なくなって、 
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